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あとがき のみなさんは襲方として環境教育の確立を支えて

いるので、引き続きご助力いただきたい。投稿者

の皆ざんは、正面から環境教育を築いていく主役

である。ますますの投稿をお待ちしている。

（小川潔）

編集作業に追われる日々が続くが、投稿数が地

えてきたことで鰯しい怨鳴をあげている。

投稿原稿の交識は、縞築委員会が専門性を老噸

して、会員のなかから適切な方に依頼している。

在読者はお忙しいなか、ボランティアで仕事を引

き受けてくだきっている。会鳳のなかに適切な交

銃者がみつからない場合は、会興外の専門家に特

に在読をお願いすることになる。

一連の査読作業にとって、実は、査読者を探す

ことがたいへんなのである。受付けた原稿が、広

い環境教育のどのあたりの分野に関する原稿かを

判断するのがまず第一関門。次に、会員のなかか

ら該当分野の専IjIl家を探すのだが、会員のひとり

ひとりがどのような専門や力逓を持っているのか

について、編染委員会はなにも悩報を持っていな

い。いきおい、実績豊かな方に在離が築中してし

まう。ひとつ在離が終わるとすぐ次の投稿が来る。

それを完了するかしないかのうちに、先の査読の

修正原稿が届く。これでは自分の鶴文を警<ひま

もない。査読者から悲鳴があがる。また、査読が

短期間で済まないケースも時々起こって、通読結

果の通知が遅れ、投稿者の気をもませてしまって

いる。

環境教育が、かれている状況から見て、いまし

ばらくこういう状況は続くと思われるが、査読者
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縞躯委興会の判断で適任と思われる会員のかた

に原稿の通読を依頼しています。場合によっては

会員外のかたにも査読をお願いすることもありま

す。
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